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年間報告 21 年度

日平均： 351

日平均： 143

日平均： 11

35

t/日

余剰+重力濃縮 342.25 124,922.0 し尿 3.95 1442.35

１．運転管理業務

①公共下水汚泥（年間） ②地域下水道・し尿浄化槽汚泥(年間)

受入日平均(日） 受入量(m3/年) 受入日平均(日） 受入量(ｔ/年)

計 350.77 128,030.73 地域下水道 1.27 464.11

公共下水道 8.52 3108.73 浄化槽汚泥 138.15 50423.08

計 143.37 52,329.54

③生ごみ、発酵不適物（年間）

受入日平均(日） 受入量(ｔ/年) 搬出量（ｔ） 含有率（％） 含水率（％）

58.6
事業系 8.17 2,980.55

発酵不適物 10.79 3,938.60

生ごみ処理量 34.53

家庭系 37.16 13,562.66
発酵不適物 3938.60 23.8%

3,573,738 60.7 3,257,214 171,408 1,326

※バイオガス発生量は、発電用＋余剰用＋炭化用の合計値を表示。発酵槽１+発酵槽2の流量計合計値：3,921,111Nm3。(参考)
末端機器での流量値総和と発酵槽１，２出口（=脱硫設備入口）との差異は約10％です。

12,604.61

下水汚泥搬入量：日平均約351m3/日（対計画値：98％）、地域下水道・し尿浄化槽汚泥搬入量：日平均約143m3/
日（対計画値：131％）となりました。
生ごみ搬入量：日平均約47ｔ／日（対計画値：78％）という受入状況で、発酵不適物発生率は約24%でした。
従い、生ごみ処理量（受入量-発酵不適物）は計画を下回っており、対計画値：約66％でした。
本年度は公共下水道は計画値をわずかに下回り、し尿・浄化槽汚泥が上回る結果となっています。
生ごみ搬入量、処理量はともに計画値を下回っています。

ガス発生量（Nm
3
） 当年度メタン濃度（％） 発電用（Nm

3
） 余剰燃焼（Nm

3
） 炭化用（Nm

3
）

④バイオガス発生量/発電量/FIT送電量（年間）

買電量(kWh)

7,537,034 6,670,072 7,793 3,142,196

発電量(kWh) FIT送電量（kWh) 発電機運転時間（H）

⑤返流水量、洗浄水量（年間）

返流水量（m3/年) 返流水（m3/日) 基準値（m3/日) 洗浄水量（m3/年) 洗浄水量（m3/日) 基準値（m3/日)

⑥炭化燃料（年間）

搬出量（ｔ） 備考

炭化燃料 2,237.5 6.1

1,250,660 6,000 205,904 1,0003,426 564

バイオガス発生量（発電用＋余剰用＋炭化用合計）：日平均約9,791Nm3/日(対計画値：85％)、発酵槽出口合計量
10,743Nm3/日(対計画値：93％)という結果となりました。
計画を下回ったものの、発酵原料の投入配管、発酵物循環配管の定期洗浄により、原料投入およびメタン発酵槽
の温度維持に配慮して管理を行い、昨年度を上回る発生ガス量となっています。
発電量は約7,537千kWh（日平均：20,469kW/日）で、自己消費を差引いたＦＩＴ送電量は約6,670千kWh（検針）。
今年度は5月に大規模整備を行った関係で、年間発電量は昨年度を下回りましたが、大きな発電機不具合もなく、
定期整備を除き順調に運転することができました。

炭化燃料搬出は約2,237ｔ/年（6.1ｔ/日）とやや計画値（2,482t/年）を下回りました。



単位 計画 搬入量

硫酸（75%） ｔ 3.0 1.6

苛性ソーダ(25%) ｔ 35.0 24.8

次亜塩素酸ナトリウム（12%） ｔ 78.0 57.5

尿素 ｔ 21.0 12.0

ｔ
0.0 0.0

活性炭 （重力濃縮用） ｔ 1.4 0.0

充填剤(t） ｼﾛｷｻﾝ用 ｔ 0.4 0.9

乾式脱硫剤 ｔ 4.0 5.9

高分子凝集剤（脱水） ｔ 43.0 45.0

高分子凝集剤（濃縮） ｔ 5.4 5.0

高分子凝集剤（し尿等濃縮） ｔ 0.0 0.1

消泡剤 ｔ 2.1 0.6

消石灰 ｔ 17.5 28.7

都市ガス（×1000m3） m3 1,242 1,387

上水 m3 2,400 2,121 2ヶ月毎報告

洗浄水（×1000m3） m3 365 206

軽油（L） L 7,200 6,820

活性炭 (受入棟低濃度・高濃
度、濃縮脱水棟脱臭用)

今年度の用役搬入量は概ね計画量に近い数値で推移しました。脱臭設備の安定運転により、硫酸、苛性ソーダ、
次亜塩素酸ナトリウム使用量は計画値を下回りました。
乾式脱硫器は脱硫能力の低下に伴い脱硫剤を交換しておりますが、一時的に生物脱硫設備が使用不能になった
ため、計画よりも多くの脱硫剤を搬入しています。
都市ガスは計画値を上回りました。炭化設備の運転系列切替回数が多いこと、冬場の含水率悪化に伴い、乾燥設
備での使用量がやや多いことによるものと推測しています。

⑦用役搬入量(年間)
項目



21年度　　　年間運転報告

1Q 2Q 3Q 4Q 計

91 92 92 90 365

公共下水汚泥受入量 32,743 33,103 33,103 32,383 131,332

地域下水道・し尿浄化槽汚
泥受入量

9,990 10,100 10,100 9,880 40,070

生ごみ受入量 5,319 5,378 5,378 5,261 21,336

発酵不適物量 532 538 538 526 2,134

発酵不適物比率[％] 10% 10% 10% 10% 10%

生ごみ処理量 4,787 4,840 4,840 4,735 19,202

余剰+重力濃縮 30,582.0 30,033.0 33,004.0 31,303.0 124,922.0

公共下水道 822.59 660.17 719.05 906.92 3,108.73

合計 31,404.59 30,693.17 33,723.05 32,209.92 128,030.73

し尿 363.83 396.44 383.16 298.92 1,442.35

浄化槽汚泥 12,477.58 12,830.44 12,798.23 12,316.83 50,423.08

地域下水道 18.63 62.77 63.35 319.36 464.11

合計 12,860.04 13,289.65 13,244.74 12,935.11 52,329.54

家庭系 3,486.22 3,541.08 3,217.48 3,317.88 13,562.66

事業系 767.63 774.40 758.85 679.67 2,980.55

小計 4,253.85 4,315.48 3,976.33 3,997.55 16,543.21

小計（t／日） 46.75 46.91 43.22 44.42 45.32

発酵不適物量 1,061.08 961.05 980.66 935.81 3,938.60

発酵不適物比率[％] 24.9% 22.3% 24.7% 23.4% 23.8%

生ごみ処理量 3,192.77 3,354.43 2,995.67 3,061.74 12,604.61

95.9% 92.7% 101.9% 99.5% 97.5%

345.1 333.6 366.6 357.9 350.8

128.7% 131.6% 131.1% 130.9% 130.6%

141.3 144.5 144.0 143.7 143.4

80.0% 80.2% 73.9% 76.0% 77.5%

46.7 46.9 43.2 44.4 45.3

199.5% 178.6% 182.3% 177.9% 184.6%

11.7 10.4 10.7 10.4 10.8

66.7% 69.3% 61.9% 64.7% 65.6%

35.1 36.5 32.6 34.0 34.5

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量（実績：発酵
槽(1+2)）

969,491 891,645 967,951 1,092,024 3,921,111

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発生量（実績：発電+
余剰+炭化）

881,251 808,942 879,417 1,004,128 3,573,738

メタン濃度(%) 62.0 60.5 60.6 59.9 60.7

発電 1,648,048 1,889,831 1,925,381 2,073,774 7,537,034

送電 1,459,786 1,678,482 1,715,267 1,816,537 6,670,072

買電 773,470 742,161 804,732 821,833 3,142,196

送電/発電 比率[％] 88.6% 88.8% 89.1% 87.6% 88.5%

発電（kWh／日) 18,110 20,542 20,928 23,042 20,656

売電（kWh／日) 16,042 18,244 18,644 20,184 18,278

消費電（kWh／日) 10,568 10,364 11,031 11,990 10,988

炭化燃料 607.96 550.35 548.02 531.18 2,237.51

搬出量（t／日） 6.7 6.0 6.0 5.9 6.1

硫酸（t） 0.5 0.5 0.3 0.3 1.6

苛性ソーダ（t） 7.5 8.9 5.0 3.5 24.8

次亜塩素酸ナトリウム（t） 16.9 16.9 23.7 0.0 57.5

尿素（t） 0.0 4.0 4.0 4.0 12.0

活性炭（t） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

充填剤(t） ｼﾛｷｻﾝ用 0.0 0.9 0.0 0.0 0.9

乾式脱硫剤（t） 0.0 2.0 3.9 0.0 5.9

高分子凝集剤（t） 12.3 9.9 12.2 15.8 50.2

消泡剤（t） 0.1 0.1 0.1 0.3 0.6

消石灰（t） 7.5 4.5 7.5 9.2 28.7

都市ガス（×1000m3） 363.3 314.2 339.7 370.1 1,387.3

軽油（L）発酵不適物搬出車両用 1,676.0 1,795.0 1,622.0 1,727.4 6,820.4

軽油（L）非常発電機用 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

上水（m3） 521.0 508.0 543.0 549.0 2,121.0

洗浄水（m3）（×1000m3） 42.0 46.6 57.7 59.6 205.9

返流水量（m3)（×1000m3） 321.3 285.6 319.6 324.1 1,250.7

　　　　　　　　　　　　　　　          Q
項目

計画量(t or m3／月)

公共下水汚泥実績量
（m3／月）

地域下水道・し尿浄化
槽汚泥実績量（m3／

月）

生ごみ実績量（ｔ／月）

地域下水道・し尿浄化槽汚泥

生ごみ受入量

発酵不適物量

生ごみ処理量

放流量

上段：実績量/計画量(%)

下段：実績量(日平均：
m3又はｔ/日)

バイオガス

電気（kWh)

炭化燃料搬出量(t)

薬剤・燃料搬入量

水使用量（m
3
)

公共下水汚泥



第8 期  決算報告書

（自 令和3 年4月1日    至 令和4 年3月31日）

事 業 報 告

計 算 書 類

貸借対照表

損益計算書

株主資本等変動計算書

個別注記表

株式会社豊橋バイオウィル



株式会社豊橋バイ オウィ ル 

事業報告 
 

 

 

 

１ ． 会社の現況 

（ １ ） 事業の経過及び成果  

当社は、豊橋市バイ オマス資源利活用施設整備・ 運営事業（ 以下「 本事業」 と いう 。）

を 実施するために平成 26 年 11 月 10 日に設立さ れ、 豊橋市と 平成 26 年 12 月 11 日付

けで締結し た事業契約に基づいて業務を遂行し ており ます。  

当期は運営開始から 5 年目を 迎えまし た。 今期、 受入バイ オマスについては、 全量

受入を 行い、 施設は年間を 通し て順調に稼働し ており ます。  

 

（ ２ ） 設備投資の状況 

該当事項はあり ません。  

 

（ ３ ） 資金調達の状況 

該当事項はあり ません。  

 

（ ４ ） 財産及び損益の状況の推移 

 第７ 期 

自 令和 2 年 4 月  1 日 

至 令和 3 年 3 月 31 日 

第８ 期（ 当期）  

自 令和 3 年 4 月  1 日 

至 令和 4 年 3 月 31 日 

売上高 720, 369, 931 円 715, 991, 074 円 

経常利益 7, 560, 984 円 8, 129, 782 円 

当期純利益 4, 839, 505 円 5, 630, 605 円 

１ 株当たり 当期純利益額 48, 395 円 05 銭 56, 306 円 05 銭 

総資産 4, 199, 222, 606 円 4, 000, 993, 023 円 

純資産 95, 586, 576 円 101, 217, 181 円 

１ 株当たり 純資産額 955, 865 円 76 銭 1, 012, 171 円 81 銭 

 

（ ５ ） 会社が対処すべき 課題  

バイ オマスの受入れに支障は与えない中で、 経年劣化等に伴う 機器の故障等がいく

つか発生し ています。 次年度も 引き 続き 日常点検、 定期点検に加えて予防保全を適宜

実施し 、 設備の信頼性を 高めると と も に、 確実な維持管理・ 運営業務に努めます。  

 

  

令和 3 年 4 月  1 日から  

令和 4 年 3 月 31 日まで 
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２ ． 会社の状況 

（ １ ） 主要な事業内容 

本事業に関する以下の業務 

① 設計業務 

② 建設業務 

③ 維持管理・ 運営業務 

④ 発酵後汚泥の利活用業務 

⑤ 付帯事業 

⑥ 上記①～⑤の業務に付随又は関連する 一切の業務 

 

（ ２ ） 主要な事業所 

本店： 愛知県豊橋市神野新田町字中島 5 番地 

 

（ ３ ） 株式の状況 

① 会社が発行可能な株式の総数 ４ ０ ０ 株 

② 発行済み株式の総数     １ ０ ０ 株 

③ 当期末株主数          ４ 名 

 

（ ４ ） 株主の状況 

株主名 
株主の当社への出資状況 

株式数 議決権比率 

Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社 ６ ０ 株 ６ ０ . ０ ％ 

鹿島建設株式会社 ２ ９ 株 ２ ９ . ０ ％ 

鹿島環境エンジニアリ ング株式会社 １ ０ 株 １ ０ . ０ ％ 

株式会社オーテッ ク      １ 株 １ . ０ ％ 

計 １ ０ ０ 株 １ ０ ０ . ０ ％ 

 

（ ５ ） 新株予約権の状況 

① 現に発行し ている新株予約権 

該当事項はあり ません 

 

② 当期中に株主以外のも のに対し 特に有利な条件で発行し た新株予約権状況 

該当事項はあり ません 

 

（ ６ ） 重要な親会社及び子会社の状況 

① 親会社の状況 

該当事項はあり ません 

 

② 子会社の状況 

該当事項はあり ません 
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（ ７ ） 主要な借入先及び借入額（ 令和 4 年 3 月 31 日現在）  

優先ローン 

 単位： 円 

借入先 借入額（ 残高）  

百五銀行 2, 413, 201, 546 

豊橋信用金庫 1, 115, 440, 928 

計 3, 528, 642, 474 

 

 

（ ８ ） 役員の状況 

① 取締役及び監査役の氏名等 

地位 氏名 重要な兼職の状況 

代表取締役 佐藤 匡則 Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社環境本部 

アク ア事業部運営部 部長 

取締役 川村 寛 Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社環境本部 

アク ア事業部運営部 第一運営室 室長 

取締役 安部 博文 Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社 環境本部 

アク ア事業部バイ オマスプラ ント 部プロジェ ク ト 室長 

取締役 中神 幹雄 Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社環境本部 

アク ア事業部運営部 第一運営室 

取締役 重松 諭  鹿島建設株式会社環境本部 

企画管理室 室長 

取締役 上田 一晴 鹿島建設株式会社中部支店 

支店次長 

取締役 尾形 正 株式会社オーテッ ク  

建設事業部 営業課 次長 

監査役 高橋 弘毅 Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社 経理部 

 

 

 

② 取締役及び監査役に支払っ た報酬等の額 

区分 支給人員 支給額 

取締役 ７ 名 ０ 円 

監査役 １ 名 ０ 円 

計 ８ 名 ０ 円 
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３ ．  会計監査人に関する事項（ 令和 4 年 3 月 31 日現在）  

（ １ ） 会計監査人の氏名  山口 益功 

 

（ ２ ） 会計監査人の報酬等の額 

（ 単位： 円）  

 金額 

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 ３ ０ ０ , ０ ０ ０  

 

 

４ ．  業務の適正を 確保するための体制及び当該体制の運用状況 

（ １ ）  業務の適正を 確保するための体制についての決議の内容 

内部統制システム構築の基本方針と し て、 当社は会社法および会社法施行規則に基づ  

き 、 以下のと おり 当社の業務の適正を 確保するための体制を整備し ており ます。  

① 会社法第３ ６ ２ 条第４ 項第６ 号およ び会社法施行規則第１ ０ ０ 条第１ 項各号に掲

げる体制 

〈 １ 〉  取締役および使用人の職務執行が法令およ び定款に適合するこ と を 確保す 

るための体制 

[ 1]  当社の経営にかかわる重要事項は、 取締役会規則など社内規程にし た 

がい、 取締役会において審議のう え決定する。  

[ 2]  業務執行は、 代表取締役社長のも と 、 取締役会の審議・ 決定にも と づ 

き 執行する。 そのよう な審議・ 決定に付さ れない案件・ 事項について 

は、 決裁権限規程等にも と づき 執行さ れる。  

[ 3]   コ ンプラ イ アンスに関する重要な情報が現場から 経営ト ッ プに直接伝 

わる制度を 整備し 、 適切に運用する。  

〈 ２ 〉  取締役の職務執行が効率的におこ なわれる こ と を確保するための体制 

[ 1]   取締役会における審議の充実を図ると と も に、 必要に応じ 適切な会議 

において審議をつく し 決定する。  

〈 ３ 〉  取締役の職務執行にかかわる情報の保存および管理に関する体制 

[ 1]   取締役会における決議事項および報告事項に関する情報については、  

法令にし たがい取締役会議事録を 作成し 、 適切に保存・ 管理する。  

[ 2]  重要事項に係る決裁書等、職務の執行に係る重要な文書等については、 

適切に作成、 保存・ 管理する。  

〈 ４ 〉  損失の危機の管理に関する規程その他の体制 

[ 1]  事業活動、 コ ンプラ イ アンス、 財務報告・ 情報開示等に関するリ スク  

                管理については、 代表取締役社長およ び担当取締役がリ スク の認識に  

努め、 必要に応じ 取締役会等において確認・ 評価し 、 その対処方針を 

審議・ 決定する。  

[ 2]   経営の重要事項については、 取締役会規則等によ り 決定手続を 定め、  

審議・ 決定する。  
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〈 ５ 〉  当社なら びにその親会社およ び子会社から 成る 企業集団における 業務の適

正を 確保するための体制 

[ 1]  Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社の子会社である 当社は、 Ｊ Ｆ Ｅ グル 

ープに属する会社と し て、 会社の規模、 事業の性質、 機関の設計、 そ 

の他会社の個性および特質を 踏まえ、必要に応じ 本基本方針に定める 

事項について体制を整備する。  

[ 2]  リ スク 管理体制 

当社は、 Ｊ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式会社の定める規程等に基づき 、  

当社における一定の重要な事項についてＪ Ｆ Ｅ エンジニアリ ング株式 

会社の審査を 受ける。  

[ 3]  コ ンプラ イ アン ス体制 

( ア) 当社は、 JＦ Ｅ エンジニアリ ング株式会社により 設置さ れるコ ンプラ  

イ アンス委員会における、Ｊ Ｆ Ｅ グループのコ ンプラ イ アンスに関す 

る基本方針および重要事項の決定に従い、施策の実施状況の監督を受 

けるこ と により 、 コ ンプラ イ アンス経営を 推進する。  

（ イ ） 自社のコ ンプラ イ アンスに関する基本方針および重要事項について、 

取締 役会において審議・ 決定を 行い、 施策の実施状況を 監督する 。 

[ 4]  財務報告・ 情報開示体制 

当社は、 財務報告の信頼性を 確保する ために必要な体制、 適時適切な情 

報開示のために必要な体制を 整備する。  

  

 

②  会社法施行規則第１ ０ ０ 条３ 項各号に掲げる体制  

〈 １ 〉  監査役の職務を補助する使用人、 その独立性に関する 事項 

[ 1]  現行、 そのよう な使用人は設置し ていない。  

〈 ２ 〉  監査役への報告に関する体制 

[ 1]  監査役は、 取締役会およびその他の重要な会議に出席し 、 報告を受け    

  る。  

[ 2]  取締役および使用人は、 必要に応じ または監査役の要請に応じ 、 監査 

役に対し て職務の執行状況を 報告する。  

〈 ３ 〉  監査役に報告し たも のが当該報告を し たこ と を 理由と し て不利な取り 扱い

を 受けないこ と を 確保するための体制 

[ 1]  当社は、 監査役に法令違反行為等を通報または相談し た者および通報 

さ れた違反行為等を監査役に報告し た者が不利な取り 扱いを受けない 

こ と を 周知し 、 徹底する。  

〈 ４ 〉  監査役の職務の執行ついて生ずる 費用の前払または償還の手続その他の当

該職務の執行について生ずる 費用または債務の処理に係る 方針に関する 体

制 

[ 1]  当社は、 監査役の職務遂行に必要な費用について請求があっ た場合、   

  速やかに前払いまたは償還に応じ る 
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〈 ５ 〉  その他監査役の監査が実効的におこ なわれるこ と を 確保するための体制 

[ 1]  取締役および使用人は、 監査役の監査に必要な重要書類の閲覧、 実地  

  調査、取締役等と の意見交換等の監査役の活動が円滑におこ なわれるよ 

う 、 監査環境の整備に協力する。  

 

③ 継続的な見直し  

      本基本方針およ びそれにし たがい構築さ れた内部統制システムについては、  

継続的な見直し 、 改善に努める。  

 

 

（ ２ ）  業務の適正性を確保するための体制の運用状況の概要 

① 本年度における内部統制体制の主な運用状況 

当社の内部統制体制の構築、 運用状況は以下の通り です。  

〈 １ 〉  経営の重要事項の審議・ 決定手続 

当社に関する 経営の重要事項については、 当社の取締役会規則等に定めら

れた決定手続き に従っ て取締役会等適切な会議体で審議・ 決定し ています。 

〈 ２ 〉  内部統制に関する各種施策の実施状況（ 倫理法令順守・ リ スク 管理含む）

当社の内部統制体制は、 基本方針に基づき 構築、 整備さ れ、 適切に運用さ

れており ます。 当年度においては重要な見直し はあり ません。  

〈 ３ 〉  企業倫理ホッ ト ラ イ ン( 内部通報制度) の運用 

当社の企業倫理ホッ ト 来への通報は、 本報告時点で発生し ており ません。  

事案発生の際の体制は整備さ れており ます。  

〈 ４ 〉  当社に対する内部監査の実施状況 

親会社の内部監査部門と 連携し 、 当社の業務の有効性・ 効率性・ 法令・ 定

款の遵守状況について、 親会社の内部監査部門の監査計画に基づき 財務分

野を 中心に適切に監査を実施し ています。  

〈 ５ 〉  取締役等の職務執行状況について、 必要に応じ て監査役へ報告さ れている旨 

監査役監査の実効性を 確保するため、 当社より 取締役等の執務執行の報告

が必要に応じ て適切になさ れています。  

② 上記内容については、 当社監査役に報告済みです。  

 

以 上 
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